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 コンクリートの劣化事故相次ぐ 
外壁のメンテナンスの重要性・・・ 

先月、外壁タイルの落下事故があった。２年

前、４年前にもこういった廊下とかベランダで

のタイル・コンクリートの塊の落下事故が発生

しています。 

これは、海砂の使用によるコンクリートの劣

化＝塩害が疑われています。 

---------------------------以下、引用 

ＮＨＫ特集「コンクリートクライシス」
（１） １９８４年（昭和５９年）放送 

半永久的なものと誰もが信じていたコンクリ
ート構造物が、意外にも早期に劣化することを、
日本およびアメリカの事例で紹介した。 

その原因は「塩害」、「アルカリ骨材反応」
によるもので、耳慣れないその言葉は人々の不
安を一層かき立てるものであった。 

マンションのローンをようやく払い終わる定
年間近になって、大規模な修繕あるいは建て替
えが必要となれば、誰でも途方に暮れる。こん
な思いを人々に与え、大きな反響を呼んだ。 

（２）日本の「塩害」の主たる要因は、川砂
に変わり海砂が使用されるようになり、特に山
陽新幹線では不十分な洗浄のまま使用されたこ
となどを、生コン業者などの証言等から明らか。 

 

 

「アルカリ骨材反応」は、後に明らかにされ
たことだが、当時は亀甲状のひび割れを生ずる
コンクリートの奇病として、紹介された。 

-------------------------引用終わり 
高度成長期に川砂が無くなり、瀬戸内海で大

量に採れる海砂を使う様になってから、鉄筋コ

ンクリートは寿命が極端に短くなっている模様

です。タイミング的には、東海道新幹線はセー

フで、山陽新幹線はアウトという事です。 

しかし、この劣化が判るのは、２０年後、３

０年後ですからタチが悪い。現在その影響がど

んどん出てきている様に感じます。 

そして、廊下とかベランダでのコンクリート

の劣化事故の診断を複数の１級建築士にお願い

しましたが、ハッキリとした診断結果は頂けま

せんでした。これは、１級建築士と言えども、

新築建物の設計の勉強はしていても「劣化診

断」の勉強はしていないので判らない。 

残念ながら、この建物は、取り壊しの方向で、

ただ今調整中です。 

また、こういった外壁塗装の大規模改修の見

積もりをとっても、タイル部分は、洗浄だけで

終わるという改装業者が多い。弊社では、タイ

ル面での大規模補修では、目地の補強剤での落

下を防ぐ工法をお奨めしています。 

とにかく現場では、後の写真集にありますよ

うに、コンクリートの劣化による事故が相次い

でいます。 

ベランダとか廊下の部分は、劣化の進行が早

い様ですが、建物本体も疑わざるを得ない実態。

高度成長期以降の建物は、どうも信用出来ない

様です・・・・・。 

 

以前、海砂は中和剤を使うので、大丈夫とい

う一級建築士の説明を聞いたことがあるが、こ

れだけ劣化事故が続くと、全く信用出来ないと

感じる今日この頃です。 

受験資格が一級建築士等という国交省管轄の

「建物仕上診断技術者」という資格もあるそう

なので、一度どの程度の技量を持っているのか

を調べてみたいものです。 

劣化事例は、２３年目、２７年目３６年目と

なっています。２０年を越えると、安心出来な

いもようです。 
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２００８年１２月発生外壁タイル落下事故事例１

南側ベランダのタイル
落下事故が発生してい
ます。
隣の自転車置き場の
屋根に落下しました。
たまたま、その屋根が
とても強い鉄の波板
だったので、事なきを
得ています。
隣の屋根の修理は、
施設賠償責任保険で、
賄われました。

1981年12月新築物件
築２７年目で事故発生



１９８８年４月新築

２００３年１２月

　外壁塗装改修工事実施

２０１１年２月

　外壁タイル落下発見

２００３年の工事は、

タイル面は、洗浄のみ

工事後７年で、剥離。

タイルは洗浄のみでは、

意味がない様だ。

22年目で発見

外壁タイル落下事故事例 ２



鉄筋コンクリートで、

新築は、１９７３年１２月

事故は、２００９年　８月発生

北側の廊下、南側のベランダの

天井部分の至る所に発生。

海砂が疑われる。

北側廊下の天井

爆裂で落下した

断片の厚さは

約３センチあった

南側ベランダに発生した爆裂

３６年目で発見しているが
どうも２７年目以前に発見して
ボンド付をした形跡があった。
（コンクリートの塊をボンド付をしても
　まったく無意味だが・・・）

外壁劣化事故事例 ３


